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岡山大学医学部附属病院

現状 と問題点と将来展望

荒 田 次 郎

岡山大学 医学部 附属病院 は1870年 岡山藩医学館 大

病院 として創設 されていて, 130年 の長い歴 史を持つ.

その間 に一 万数千名 の医師が,ま た,そ の他 の医療

従事者 も数 多 く,こ の病 院か ら育 っていった.中 国・

四国,近 畿地方 を中心 に全 国各地 で活躍 して医療 に

貢献 してい る.

新 しい時代 を迎 えて,国 立大学の在 り方が厳 し く

問い直 されてい る.そ の流れの中で,医 学部 附属病

院 も新 しい時代 に相 応 しい基本理念の も とに,そ の

使命を果 たすべ く,病 院 の職員全貝が意識改革 をし

て真剣 に病 院の改革 に取 り組 まねば ならない ことは

至上命令であ る.高 度 の機能 を持 った病 院 として高

い水準の医療 を提供 し,地 域の 中核病 院 として指導

的役割 を名実 ともに 自覚 し,地 域住民に開かれた病

院 として活動 し続 け る病院 でなければ ならない.同

時に,教 育病 院 として医師およびコメデ ィカル医療

従事者の卒 前 ・卒後 臨床教育の場 として,新 しい時

代 に活躍で きる,優 れた人材 を育成す ることが大 き

な使命 でもあ る.さ らに,大 学病院は,新 しい治療 ・

診断技術 の開発,病 因の解明の行 われ る場 でな くて

はならない.こ のよ うな背景 をふ まえて,岡 山大学

医学部附属病院 は新 しい時代にふ さわ しい医療環境

をめ ざして再 開発 を進め ている.

岡山大学医学部附属病院の基本理念

「人間的 ・創造的 ・効率的な医療環境」において,

新しい時代にふさわしい高度で先端的なチーム医療

をめ ざす とい うのが再開発 のモ ッ トーであ る.人 間

的 とは,患 者 さん にも医療従事者 に も人間的な環 境,

人間に対す る共感 と連帯感 を基盤 とした医療環 境 を

構築 しよ うとい うことで,英 語でhumaneを あてて

い る. Compassionateに 近 い言葉 である.創 造 的は

文字通 りの意味であ るが,成 果 のあが る環境 とい う

意味 をこめて, productiveを 使 った.効 率 的はeffi

cientで,仕 事,物 流,消 耗品,医 薬 品な ど全 てが無

駄 な く効率 的に運用 され るよ うに との願 いを込め て

あ る.こ れ ら をつ な ぎ合 わ せ て, Humaneness

oriented, productive, and efficient care space と

して,頭 文字 をとってHOPE Care Spaceが 当病院

の基本標語であ る.

岡山大学医学部附属病院の現状 と問題点

診療体制:現 在,卒 前教育 は臓器別 ・系統別 に組

まれてい るが,診 療体制 は,な お,内 科,外 科 を初

め としてナ ンバ-科 な ど古 くか らの体制 で診療 して

いる.現 在,病 棟 の再開発が進行 中で,そ の計画 で

は病棟 は各科 の壁 を取 り払 って臓器別 ・系統別 にす

ることとなっていて,各 科 の合 意が で きている.医

学部医学科 の講座 につ いて も,大 学院大学化 した今

日,再 編成が討議 され ている.こ の よ うな状況 にあ

って,診 療体制 も,新 病棟 の第一期工事 の完成 時,

す なわち平成14年 度末 までには,臓 器別 ・系統別 診

療体制 とすべ く検討が進め られ てい る.そ の準備段

階 として,平 成11年 度 よ り総合 内科外来 を開設 して

ナ ンバー科 の壁 を取 り払 って,広 く外来 患者 を受け

入れ る体制 を整 えてい るが,こ れ を さらに発 展 させ

た総合 診療部 が検討 されてい る.

救急医療:現 在,当 院 の救急 医療体制 は,な お不
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十分であるが救急患者の来院は着実に増加 している.

救急医学講座の初代教授として氏家良人教授が赴任

して現在診療体制の確立に尽力している.こ れを契

機に,病 院全体のバックアップ体制 もさらに充実さ

せて,救 急医療の要望に答えてい く必要がある.そ

れにより,当 院でのローテー ト方式の卒後臨床研修

も充実するはずである.卒 後臨床研修が義務化され

ることを踏まえて,近 い将来,大 学病院での実 りあ

る救急医療の研修が可能 となる.

高度先端的医療:岡 山大学医学部附属病院での高

度先端医療は,臓 器移植(肺,肝,腎,大 腸など),

遺伝子治療,超 大量抗癌化学療法(骨 髄移植,末 梢

血幹細胞移植,臍 帯血移植),小 児先天性心疾患の手

術療法,潰 瘍性大腸炎の白血球除去療法,種 々疾患

の遺伝子診断 ・免疫学的診断 ・分子生物学的診断な

ど高度な医療が実施 され,試 みられ,計 画されてい

る. 2000年7月 より形成外科が新設され,マ イクロ

サージェリーの第一人者である光嶋勲教授が赴任 し

て,高 度の形成外科的手術はもちろんであるが,各

外科領域に とっても大 きな力 となった.性 転換手術

にも積極的に取 り組んでいる.

チーム医療:臓 器移植 をはじめ とする高度先端医

療はもちろんであるが,そ の他の医療においてもチ
ーム医療は不可欠である.平 成10年10月28日 当院で

行われた生体部分肺移植は,各 科の壁を超え,職 域

の壁 を越えて,病 院全体の一体感 ・連帯感 を強固な

ものとす るきっかけとなった.こ の一体感 ・連帯感

は,病 院が患者の尊厳を重視 し,高 度で良質の医療

を提供するためには不可欠である.今後に永続的に,

この一体感 ・連帯感を,病 院長中心に維持すること

が重要であろう.

人事交流:従 来,看 護部長,放 射線部技師長,検

査部技師長の人事は院内の人材から選ばれるのが通

例 であった.し か し,他 施設での経験のない人がそ

の職につ くことにより,知 らず知 らずの うちに,そ

の部署の活動が停滞す ることもあるだろう.今後は,

当該部署の長が定年退職する機にその人の後任は公

募により選考す ることとし人事の刷新 を目指すこと

になっている.平 成12年 度には新任の看護部長の公

募 を行 った.順 次ほかの部署 もその ような方針 で人

事 の刷新 を図 る.ま た,そ の他 の人事 につ いて も人

事 交流 を積極 的に進め る.こ れが形骸化 しないよう

に,改 革意識 を持続 させ るこ とが重要 であろ う.

情報公 開:診 療情報の公開は,カ ル テの記載が公

開に耐 え るもの となるこ とが前提 であ る.研 修 医が

卒 後研修 を開始 した時点か ら,「誰にで もよ くわかる

カルテ」 を書 く修 練 を徹 底 させ,全 面公開 を前提に

対処 で きる体制 を整 える.も ちろん,こ のこ とを踏

まえ,卒 前実習で もカルテの記載 につ いては厳 しく

教育す るこ とは必要 であ る.現 在 は病院 の規定に し

たがって,情 報公開につ いて患者 さんの要望に こた

えている.

システム としての危機管理(リ ス クマ ネジメン ト)

の確立:医 療 におけ る事故防止対策お よび災害(内

部 と外部)時 対策 は,患 者お よび地域住民に奉仕す

る立場にあ る大学病院 として真剣に取 り組 み,こ れ

をシステム として確立 しなければ ならない.リ スク

マ ネー ジャー委員会が設け られていて,事 故 防止に

取 り組んでい る.国 立大学附属病 院長会議 で も小委

員会で討議 が進 んでいて,近 く答 申が出 る予定 とな

ってい る.そ れ らをふ まえて さらに充実 した危機 管

理体 制 を整 える.し か し,何 よ りも個 々の医療従事

者の 自覚 が大切 で,「最悪の事態 を予測 し,最 善 を祈

る」を基本姿勢 とし,「 まさかの時 も確 認 を!」 を職

員の心 が まえ として徹底 させ ることに している.

情報化社会 におけ る大学病院:院 内におけ る画像

の転送 を段階的に整備 し,外 来 患者,救 急患者,入

院患者 の診療の能率化 を図 る.特 に,画 像 診断の必

要 な外来患者の診療 の効率化 に より,駐 車場の効率

的回転 に寄与 させ る.岡 山県の情報ハ イウェイに参

加 して,地 域医療機 関 との情報交換 を密に して,地

域 医療機関の支援 を行 うとともに,慢 性期 に入った

患者 の地域医療機 関での継続医療 に も役立て ること

のできる体 制 を構築す る.ま た,電 子 カルテの実現

を視野に入れた検討が始 まって いる.

病院経営 の合理化:在 院 日数,経 費率,病 床稼働

率,院 外処 方率,査 定率 な どにつ いては,目 標値 の

達成に努 力 している.さ らに,院 内の物流 合理化
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し,衛 生材料, X線 フィルム,治 療用消耗材料,特

定保険医療材料などの出納を正確に把握できる物流

システムを完成 させ る必要にせ まられている.

病院の管理運営:現 在,岡 山大学医学部附属病院

は,病 院長,学 長発令の病院長補佐2名,一 元化 し

た事務部,病 院運営委員会,医 局長会,病 棟医長会,

外来医長会により運営 されている.さ らに,事 務部,

看護部,薬 剤部 と病院長 との打ち合わせ会,病 院長

と三総医長 との懇談会,病 院長とコメディカルスタ

ッフとの懇談会などを通 じ院内の意思統一 をはか り

ながら病院運営を行 っている.し かし,基 本的重要

事項について一貫性のある継続的管理運営 と病院の

方針が広 く病院全体に行き渡るシステムが,人 事交

代,移 動により,頓 挫することのないような運用方

策を構築する必要がある.

臨床医学教育:医 学部附属病院は,医 学科,保 健

学科の卒前 ・卒後の臨床教育の場である.ク リニカ

ルクラークシップを取 り入れた卒前教育,ロ ーテー

ト方式による卒後臨床研修は現在試行中であるが,

できるだけ早い完全実施がのぞまれる 卒前教育に

ついては,臨 床教授,臨 床助教授,臨 床講師の制度

が確立し関連病院の御協力により学外での臨床修練

が実現していて,学 生にとって有意義な臨床経験 と

なっている.

三朝分院:教 育 ・研究部門は大学院の大講座制に

組み込まれ,三 朝分院は廃止改組 されて,長 寿医学

の対応診療科に発展的解消される方向で検討が進ん

でいる.

最後に,病 院外来受付ロビーには次の3つ が掲示

されていることを記 してこの稿 を終わる.

患者 さん に守 っていただ くこと

1.　身体的 ・精神 的状 態について必要 と思 われ るこ

とは,で きるだけ正確 に,詳 し くお教 え ください.

2.　ご 自身の受 け られ る医療行為 につ いては,十 分

な説明 を受け た後,納 得 の上,そ の医療行為 を,

「受け る」あ るいは 「受 けない」 を選択 して くだ

さい.

3.　身体 的不調 を感 じた時は,即 座 にお知 らせ くだ

さい.

4.　病院内では,礼 節 を守 り,他 の患者 さんに対 す

る思いや りを忘 れないで ください.

5.　病 院の器物 は大切 に扱 って ください.

6.　病 院内では,禁 酒 ・禁煙 を守 って ください.

7.　医療 費は きちん と支払 って くだ さい.

8.　当病院 は教 育病院であるこ とをご理解 ください.

患者さんの権利

1.　患者 さんは,十 分 な説明 を受 けた後,医 療 ・看

護 を,「 受 ける」,あ るいは,「 受 けない」,と い う

選択 をす る権利が あ ります.

2.　患者 さんは,自 身の診療 情報お よび個 人情報 を

保護 される権利が あ ります.

3.　患者 さんは,い かな る状 態において も人間の尊

厳 を尊重 されてその生 を全 うす る権利があ ります.

4.　患者 さんは,い かな る差別 もな く平等 な医療 ・

看護 を受 ける権 利があ ります.

5.　患者 さんは,自 ら受 けてい る診療 につ いて,当

病 院の規則 に従 った方法に よ り,情 報 の提供 を受

ける権利が あ ります.

6.　患者 さんは,医 療 費の明細,医 療 費の公 的援助

につ いて,情 報 を受 け る権利 があ ります.

病院の基本理念

人間的 ・創造的 ・効率的医療環境

全ての職員が国立大学医学部附属病院医療従事者

としての誇 りと自覚を持 って互いに連帯 し,人 間の

尊厳 を忘れることなく,公 平に,い かなる差別 もな

く,時 代の先端を行 く最高の医療 を提供す るととも

に,日 々の研鑚を通 じて創造的医療人の育成に努力

する

1.　人間的 医療環境

●全ての職員が厳 しい倫理観 を持つ

●病者の尊厳を思 う

●病者への共感を忘れない

●公平な医療を心がける

●十分な説明の うえ納得感のある診療に努 る

●温かい人間関係 ・連帯感の中で仕事に精励す る
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●仕事に情熱 と喜びを見出す

2.　高度先端的医療の提供 ・開発

●新 しい医療の開発に努める

●最高水準の医療 を提供する

●先端的医療を実践す る

●地域の中核である大学病院 としての自覚を忘れ

ない

3.　効率的医療環境

●効率的医療の提供 を目指す

●緊密かつ能率的チーム医療 を実践する

●無駄のない病院管理 を行い国民からの納得 を得

る

●地域医療機関との連携 を密にして,病 者の生活

の質を向上させ る

4.　創造的医療人の育成

●豊かな人間性 を練磨す る

●先見性を持 った人材 を育てる

●充実 した卒前 ・卒後臨床教育 を行 う

●持続的自己研鑚に努め る
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平成13年度外来診療医日割表

(平成13年4月1日 ～平 成14年3月31日)

◎総合内科外来の担当医師は,原 則 として,そ の曜 日の担 当内科 の医師があた ります.

◎診療受付時間 新 来 患 者:午 前8時30分 か ら午前11時 まで

 再 来 患 者:午 前8時30分 か ら午前11時 まで

 午後の診療:午 後1時 か ら午後2時 まで

◎休診 日 土 曜 日 ・日曜 日 ・祝 日 

年末 年 始:12月29日 ～1月3日

〒700-8558　 岡 山市 鹿 田町 二 丁 目5番1号

代 表 電話(086) 223-7151

岡山大学医学部附属病院
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曜日別診療領域
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